
　反射テスト　場合の数　組み合わせ　確率最大　02　反復試行
1. 　 2人でN 回ジャンケンをして, 負けない回数を数える. 最も確率が高いときの負けない回数をN で表せ.

（ S 級 4分, A級 6分, B 級 8分, C 級 10分 ）　

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　赤玉 1個,白玉 3個が袋の中にある. この袋の中から 1回引いて, 色を確認したあと袋にもどす. これをN 回くり返す.

白玉を何回引いたかについて考えるとき, 最も確率が高いときの白玉を引いた回数をN で表せ.

（ S 級 4分, A級 6分, B 級 8分, C 級 10分 ）　

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　場合の数　組み合わせ　確率最大　02　反復試行　解答解説
1. 　 2人でN 回ジャンケンをして, 負けない回数を数える. 最も確率が高いときの負けない回数をN で表せ.

（ S 級 4分, A級 6分, B 級 8分, C 級 10分 ）　

1⃝　負けない回数が xである確率を P (x)と表す. x = 0, 1, 2,…, N について, P (x)を求める.

2人の 1回勝負で負けない確率は　 2
3

★反復試行　確率 pの事象がn回中 r回出現する確率は　 nCr pr (1 − p)n−r
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2⃝　 x = 0, 1, 2,…, N − 1 のとき,
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　 (x = 0, 1, 2,…, N − 1 )

3⃝　確率 P (x)が最大になるときの xの値を考える.

★反復試行確率 (nCrの式)の大小は倍率で判断する


P (x+ 1)

P (x)
<= 1 ⇔ P (x) >= P (x+ 1)

P (x+ 1)

P (x)
>= 1 ⇔ P (x) <= P (x+ 1)

x = 0, 1, 2,…N − 1 より, x+ 1 > 0 であるから,
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ここで場合分けをする. N = 3m, 3m+ 1, 3m+ 2 (m = 0, 1, 2, 3,…) とおけば, 上の倍率判定から,

N = 3m のとき, 2N−1
3 = 2m− 1

3 P (0) < P (1) <… < P (2m− 1) < P (2m) > P (2m+ 1) >… > P (N)

N = 3m + 1 のとき, 2N−1
3 = 2m+ 1

3 P (0) < P (1) <… < P (2m) < P (2m+ 1) > P (2m+ 2) >… > P (N)

N = 3m + 2 のとき, 2N−1
3 = 2m+ 1 P (0) < P (1) <… < P (2m+ 1) = P (2m+ 2) > P (2m+ 3) >… > P (N)

　答え　最も確率が高いのは m = 0, 1, 2, 3,… に対して, 次のとき.

　　負けない回数が


2m回 ( N = 3m )

(2m + 1)回 ( N = 3m + 1 )

(2m + 1)回と (2m + 2)回 ( N = 3m + 2 )

☆最後の場合分けについて
2N−1

3 が整数のとき P (x+ 1) = P (x) となり, 答えが 2つ出てくるので場合分けが必要.

　N = 3m　⇒　 2N−1
3 = 2m− 1

3　　このとき
{

2m− 1 < 2N−1
3 から P (2m− 1) < P (2m)

2N−1
3 < 2m から P (2m) > P (2m+ 1)

よくわからなければ具体例 反復試行確率最大 01 も参照する.

☆概算の見直し　期待値が 2
3

×N = 2
3
N だから, 答えはこの近くにある.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/100/z_hansha_baainokazukakuritu036hanpukusikou_kakuritu_saidai1001_utf8_c.pdf
http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　赤玉 1個,白玉 3個が袋の中にある. この袋の中から 1回引いて, 色を確認したあと袋にもどす. これをN 回くり返す.

白玉を何回引いたかについて考えるとき, 最も確率が高いときの白玉を引いた回数をN で表せ.

（ S 級 4分, A級 6分, B 級 8分, C 級 10分 ）　

1⃝　白玉を x回引く確率を P (x)と表す. x = 0, 1, 2,…, N について, P (x)を求める.

1回引いてそれが白玉である確率は　 1
3

★反復試行　確率 pの事象がn回中 r回出現する確率は　 nCr pr (1 − p)n−r

　確率 P (x) = NCx
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2⃝　 x = 0, 1, 2,…, N − 1 のとき,
P (x+ 1)

P (x)
を求める.

P (x+ 1) = NCx+1
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　 (x = 0, 1, 2,…, N − 1 )

3⃝　確率 P (x)が最大になるときの xの値を考える.

★反復試行確率 (nCrの式)の大小は倍率で判断する


P (x+ 1)

P (x)
<= 1 ⇔ P (x) >= P (x+ 1)

P (x+ 1)

P (x)
>= 1 ⇔ P (x) <= P (x+ 1)

x = 0, 1, 2,…N − 1 より, x+ 1 > 0 であるから,

P (x+ 1)

P (x)
>= 1　⇔　 3(N − x)

x+ 1
>= 1　⇔　 x <=

3N − 1
4

　　
(
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)
ここで場合分けをする. N = 4m, 4m+ 1, 4m+ 2, 4m+ 3 (m = 0, 1, 2, 3,…) とおけば, 上の倍率判定から,

N = 4m のとき, 3N−1
4 = 3m− 1

4 P (0) < P (1) <… < P (3m− 1) < P (3m) > P (3m+ 1) >… > P (N)

N = 4m + 1 のとき, 3N−1
4 = 3m+ 1

2 P (0) < P (1) <… < P (3m) < P (3m+ 1) > P (3m+ 2) >… > P (N)

N = 4m + 2 のとき, 3N−1
4 = 3m+ 5

4 P (0) < P (1) <… < P (3m+ 1) < P (3m+ 2) > P (3m+ 3) >… > P (N)

N = 4m + 3 のとき, 3N−1
4 = 3m+ 2 P (0) < P (1) <… < P (3m+ 2) = P (3m+ 3) > P (3m+ 4) >… > P (N)

　答え　最も確率が高いのは m = 0, 1, 2, 3,… に対して, 次のとき.

　　白玉を引く回数が


3m回 ( N = 4m )

(3m + 1)回 ( N = 4m + 1 )

(3m + 2)回 ( N = 4m + 2 )

(3m + 2)回と (3m + 3)回 ( N = 4m + 3 )

☆概算の見直し　期待値が 3
4

×N = 3
4
N だから, 答えはこの近くにある.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html

